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全国健康保険協会京都支部（京都市中京区、支部長 守殿 俊二、以下、協会けんぽ京都支部）

は、京都府の約 55,000 事業所、88 万人が加入する医療保険者です。健診（生活習慣病予防健診）

の実施および、受診後の健康サポート（特定保健指導」等の実施や、「健康の現在値（いま）を見よ

う」広報プロジェクトを通じた保健事業等の周知、健康づくりに関する啓発を行うことで、健康保

険料率の低減に資する取り組みを進めています。 

 

【トピック】 

① 令和 5 年度の健康保険料率が医療費などを基に決定。 

2040 年の保険給付は 1.7 倍(*1)の試算も。 

 

② 医療費の約 3 割(*2)が生活習慣病にかかる医療費。 

生活習慣病を早期に発見いただくための健診（生活習慣病予防健診）の 

補助率のアップを実施。 

 

③ 生活習慣病は 35 歳頃から有病率が上昇。 

京都発“健診を受けた日”の健康サポート事業 

「トータルヘルスケアサポート」を推進する他、 

関係団体や加入事業所との「データを活用したコミュニケーション」を推進。 

 

*1 2018 年-2040 年比 

*2 協会けんぽ京都支部加入者が対象。がんを含む 

 

 

 

 

 

 

【令和 5 年度 4 月から変更する協会けんぽの健康保険料率と事業内容】 

京都の加入者の健康保険料率は１０．０９％と令和４年度から上昇。 

料率算定の基礎となる医療費がコロナ禍以前の水準に。 

生活習慣病予防健診の費用補助率がさらに 10％上乗せへ（62％→72％） 

京都の加入者医療費の約 3 割は生活習慣病によるものと判明しており、 

健診の受診等、若いうちからの健康確認が大切であるといえます。 

 

【お問合せ先】 

全国健康保険協会 京都支部 企画総務グループ 担当：浴畑・堤 

TEL：075-256-8636／FAX：075-256-8670 

 



① 令和 5 年度の健康保険料率が医療費などを基に決定。 

2040 年の保険給付は 1.7 倍*の試算も。*2018 年-2040 年比 

令和 5 年度の健康保険料率（京都支部）は１０．０９％（令和４年度 ９．９５％）及び介護保険料

率（全国一律）は１．８２％（令和４年度 １．６４％）。納付は本年３月分(４月納付分)から変更にな

ります。*任意継続被保険者は４月分(４月納付分)より 

健康保険料率は、加入者みなさまの医療費に基づき算出されます。令和５年度健康保険料率の計算の

基礎となる医療費（令和 3 年度医療費）の伸び幅は４７都道府県中３位という分析結果となり、全国的

にみても医療費の伸びが大きかっ

たといえます。また、医療費がコ

ロナ禍以前の水準に戻ったことも

わかっています。 

今回の保険料率の上昇はコロナ

禍における受診行動の影響が大き

かったことが主な要因ですが、京

都の協会けんぽ加入者の医療費の

傾向として、他の地域に比べ特に

60 歳以降の医療費支出の割合が

高いという分析結果もあります。

協会けんぽ京都支部では、若いう

ちからの生活の見直しで未然に発

症・重症化を防ぐことができる生

活習慣病の予防に向けた取り組み

を行っています。 

 

●2040 年の保険給付は 1.7 倍の試算*。*2018 年-2040 年比 

日本の 1 人当たり医療費は、年齢を重ねるごとに高くなる傾向があります。今後、2025 年に団塊の

世代全員が 75 歳以上となり、2040 年には 65 歳以上の人口がピークを迎えることで、2018 年に 39.2

兆円であった国全体での保険給付費は、2040 年には 68.5 兆円まで増加することが見込まれています。

（国全体における医療費等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

急速な少子高齢化の波を避けられない状況の中、わたしたちができることは、「将来、次世代が背負う負

担を少しでも軽くするため、若いうちから健康のための暮らしの工夫をすることである」ということで

あるといえます。 

※保険料率の解説は公式サイトもご参照ください

（ https://www.kyoukaikenpo.or.jp/LP/2023hokenryou/ ） 

 

1.7倍 

https://www.kyoukaikenpo.or.jp/LP/2023hokenryou/


② 医療費の約 3 割が生活習慣病にかかる医療費。（がんを含む） 

生活習慣病を早期に発見いただくための健診（生活習慣病予防健診）の補助率のアップを実施。 

 京都の協会けんぽ加入者の医療情報※より、生活習慣病と生活習慣病以外の医療費を集計しました。生

活習慣病の医療費は 187 億 5,555 万円で医療費全体に占める割合は 15.3%で、生活習慣との結びつきが

強いがん（新生物）も合わせると、総医療費の約３割を生活習慣病が占めることが分かりました。（資料

1）※入院(DPC を含む)、入院外、調剤の電子レセプト。 

また、京都の協会けんぽ加入者における生活習慣病疾病別の患者一人当たりの医療費と有病率につい

て分析を行ったところ、生活習慣病患者を母数としたときの有病率が最も高い疾病は糖尿病（10.7％）、

次いで高血圧性疾患（9.9％）であることがわかりました。一方、有病率は低いものの一人当たり医療費

の高い疾病（腎不全、くも膜下出血等）も分析により判明しています。このようなデータに基づいて、

有病率、医療費それぞれのボリュームゾーンに対して適切な保健事業等を行ってまいります。（資料 2） 

（資料 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料 2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都の協会けんぽ加入者における生活習慣病と生活習慣病以外の医療費 

がん約 15% 

糖尿病、脂質異常症、 

高血圧性疾患 約 15% 

 



●健診補助率のアップについて 

生活習慣病は、予防ができる疾病といわれています。協会けんぽでは、生活習慣病を早期に発見いただ

くための健診（生活習慣病予防健診）を実施し費用の補助を行っております。この度、皆様からお預か

りしている保険料を皆様の健康のため、また医療財政の適正化のため、令和 5 年 4 月から健診費用補助

率の拡大（62％→72％）を行います。こちらをはじめとして、今後も順次さらなる保健事業の拡充を行

ってまいります。 

健康保険は、加入者の皆様の収入の約５％を拠出いただいて運営しています。自分のために、社会のた

めに有効活用いただくことをお勧めしています。 

【一度考えてみませんか？健康保険料の有効活用のこと。】 

https://kyoukaikenpo-kyoto-hoken.jp/report04/ 

 

③ 生活習慣病は 35 歳頃から有病率が上昇。京都発“健診を受けた日”の健康サポート事業「ト

ータルヘルスケアサポート」を推進する他、関係団体や加入事業所との「データを活用したコミ

ュニケーション」を推進。 

 生活習慣病の有病率は、35～40 歳頃から上昇することが分かっています。保険料率は医療費と

密接な関係にあり、ご自身の健康、社会全体を通しても“健康”でいることが、この抑制につなが

ります。 

●京都発・“健診を受けたその日”に受けられる健康相談「トータルヘルスケアサポート」。 

健康でいるためには日頃からからだのチェックを行い、メンテナンスにつなげていくことが重要で

す。協会けんぽ京都支部が独自に始めた「トータルヘルスケアサポート」は、これまで協会けんぽ

が健診結果で“高リスク者”となった方のみを対象として行っていた健康相談事業（特定保健指

導）を、本事業ではより多くの方を対象とし、“健康について考える日＝健康診断（生活習慣病予

防健診）を受診したその日”に、健康相談ができるサービスです。詳しくは協会けんぽ公式ホーム

ページをご参照ください。※令和５年度の事業の概要については追ってホームページに掲載いたし

ます。https://www.kyoukaikenpo.or.jp/shibu/kyoto/cat040/hokenpilot2019/ 

 

●保有する医療や健診データを使用した関係団体とのコミュニケーション 

加入者のみなさまが“健康”でいられるための事業として、協会けんぽ京都支部では関係団体 

や加入事業所との「データを活用したコミュニケーション」をさらに推進いたします。 

現在、分析結果にて健康リスクが高いことが分かっている業態団体等へ、リスク傾向にかかるデ

ータを活用したアプローチ、ジェネリック医薬品使用推進にかかる医療機関等への調剤データを活

用したアプローチを実施しています。 

また、加入事業所へは従業員の健診結果を集約して見える化したツール「事業所健康度カルテ」

を提供しています。※協会けんぽの健診を受けている従業員さまが 10 名以上いらっしゃる事業所さまに提供 

今後はさらに、保有するデータをわかりやすく発信するため、データブック「健康白書」を作成

し、関係団体や加入者へ健康保険事業や医療財政の理解促進・啓発を行ってまいります。 

https://kyoukaikenpo-kyoto-hoken.jp/report04/
https://www.kyoukaikenpo.or.jp/shibu/kyoto/cat040/hokenpilot2019/


【加入事業所向け「事業所健康度カルテ」提供サービス】 

職域、地域における健康保険ならではの「業態比データ」、 

「地域比データ」を示し、事業所の“健康度“をお知らせし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

【補足資料】 

■協会けんぽ京都支部の広報プロジェクト 

https://kyoukaikenpo-kyoto-hoken.jp 

からだの中は見えない、だから健康の現在値(いま)を確認しよう。 

広報プロジェクト「健康の現在値(いま)を見よう」 

 協会けんぽ京都支部は、加入者の皆様がご自身の健康や生活習慣に関する情報を得て、その情報を活

用する力（ヘルスリテラシー）を向上させていただくため、令和 3 年度より、「現在値(いま)が見える場

所」という統一テーマを掲げた広報プロジェクトを開始しています。みなさまが生涯にわたり元気に、

夢を持ち、活躍し続けるためには、ふだんの生活の中からは見えないからだの現在値(いま)を見ること

が大切であると考えています。ご自身のからだの現在値(いま)をみていただくため、健康診断（健診）

の受診勧奨をはじめとした保健事業の利用推進を行っています。 

協会けんぽ 京都支部では、皆さまが「現在値(いま)をみる」きっかけ

となる、動画や特設ウェブサイト、メールマガジン等、広報活動を実

施。また、健診結果等のビッグデータを活用し、京都府の健康課題

や、かかりやすい疾病の傾向などを分析、発信し、京都の皆様の健康

の後押しをしてまいります。 

今後も、このプロジェクトを通し、多くの皆様が健康意識を高め、ま

た各事業所が健康経営(R)への取り組みを加速できるよう活動してまい

ります。 

※「健康経営(R)」は NPO 法人健康経営研究会の登録商標です 

 

■報道資料 京都の健康課題 調査資料及び協会けんぽ京都支部の取組ご紹介 

右記 URL より詳細資料をダウンロードいただけます。 https://bit.ly/3UKonle 

 

https://kyoukaikenpo-kyoto-hoken.jp/
https://bit.ly/3UKonle

